
都民の城（仮称）改修基本計画
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「大人は、だれも、はじめは子どもだった。」※
※出典：『星の王子さま』サン＝テグジュペリ作 内藤 濯訳 岩波書店
図版はサン=テグジュペリ権利継承者から原版を提供され、複製されたものです
協力 ㈱Le Petit Prince 星の王子さま

東京都は、この度、平成27年に閉館した旧こどもの城の跡地を購

入しました。この土地は、青山通りに面し、都の様々な政策実現にも

資する可能性を有した土地で、都として最大限に活用していくことを

考える必要があります。

そこで、東京都としては、かつてこどもの城の担ってきた役割を十分

に踏まえつつ、誰もが利用できる施設へとリノベーションし、ダイバーシ

ティの実現に向けた複合拠点を創出していくべきと考えています。

自由に、何にも縛られず、遊びながら学んだ子供のころ。子供のこ

ろ体験した事、学んだことが根っことなり、成長し、大人になって礎とな

る、そのあらゆる段階において、都民の皆様の支えとなりたい、そうした

思いを込めながら、都民の城（仮称）を造り上げていきます。
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１ 導入

「こどもの城」は、昭和54年の国際児童年を記

念して国が設置した国立の児童厚生施設で、昭

和60年11月に開館。「子どもの創造性、健やかな

心と身体、子ども同士の連帯感や社会性を育むこ

とができるような子どもの遊び」などが発展するよう、

子供の遊びのプログラムを開発し、全国の地方の児

童館への情報発信などを実施してきました。

この度、東京都が取得し、「都民の城(仮称)」

としてリノベーションを行います。

① 所 在 地 東京都渋谷区神宮前五丁目53番１号

② 敷地面積 9,924.62㎡

③ 延床面積 41,699.87㎡

④ 建築面積 6,010.93㎡

⑤ 構 造 鉄骨造、鉄骨・鉄筋コンクリート造

⑥ 階 数 地上１３階・地下４階

⑦ 竣工年月 昭和６０年９月（築34年）

⑧ 既存施設用途

明治
40年
～

都電青山車庫・教習所を
発足（都有地）

昭和
54年

東京都から国(厚生省)へ
本件土地を売却

昭和
60年
11月

「こどもの城」 開館

平成
27年
３月

「こどもの城」 閉館

令和
元年
９月

東京都が国から土地及び
建物を取得し、「都民の城
（仮称）」としてリノベー
ションへ

《経 緯》

《施設外観》

（１）旧こどもの城の概要

13F

12F

11F

10F

研修室 9F

研修室

レストラン
8F

7F

6F

5F 屋上遊園 保育室 5F

4F ビデオライブラリー 音楽ロビー　A・Bスタジオ 4F

3F
造形スタジオ

青山円形劇場
プレイホール 3F

2F ギャラリー
リハーサル室

ファミリーラウンジ
2F

1F アトリウム
エントランスホール

レストラン
1F

B1 プール観覧室 フリーホール B1

B2 B2

B3

B4

青山

劇場

体育室/プール/健康開発室/駐車場

駐車場

オフィス

ホテル

ふしぎが

丘
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 渋谷駅周辺と赤坂・六本木周辺の両エリアとは異なり、住宅を中心としながらも商業・業
務が混在した土地利用

 渋谷と原宿・表参道の商業集積地に隣接する一方で、青山学院大学等の文教エリアと
住宅市街地にも隣接

 特定緊急輸送道路である青山通りに面し、後背地は住宅街を形成

※この地図は、国土地理院長の承認(平24関公第269号)を得て作成した東京都地形図
(Ｓ＝1：2,500)を使用(３１都市基交第４２９号)して作成したものである。無断複製を禁ずる。

《立地特性》

《位置図》

（２）都民の城（仮称）の立地



旧青山病院

（都有地）

17,533㎡

当 該 地

都民の城(仮称)

9,924㎡

コスモス青山

（都有地）

10,646㎡

国連大学

（都有地）

7,044㎡
青山通り

昭和60年：竣工（築34年）

平成27年：こどもの城閉館（３月）

平成 7年：竣工（築24年）

平成27年：土地信託契約延長

（更新期：令和2年(2020年)）平成21年：共済青山病院廃止

平成24年：住宅展示場として一時貸付

平成 元年：国連大学に土地無償貸付

平成 4年：竣工（築27年）

平成21年：契約更新

（更新期：令和11年(2029年)）

（
３
）
当
該
地
及
び
周
辺
都
有
地

5

※この地図は、国土地理院長の承認(平24関公第269号)を得て作成した東京都地形図
(Ｓ＝1：2,500)を使用(３１都市基交第４２９号)して作成したものである。無断複製を禁ずる。
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４敷地を一体活用して、都の
施策実現を図るとともに、
地域のニーズや周辺のまちづく
りにも貢献

中期利用
都民の城(仮称)

既存建物をリノベーション
し、「都民の城(仮称)」と
して活用

隣接都有地との一体活
用が可能となるまで既存
建物を活用

長期利用
４敷地一体活用

東京2020大会時に
利用

低層部の一部を
先行的に改修し、
有効活用

短期利用
東京2020
大会活用

令和2年度 当面の間 最短で令和11年以降

（４）都民の城（仮称）の活用スケジュール

《段階に応じた活用》

《スケジュール》

令和2年度令和元年度

４
敷
地
一
体
活
用

開
始

短 期 利 用

中 期 利 用

短期利用
改修工事

短期利用

中期利用
設計・改修工事

「
都
民
の
城(

仮
称)

」

供
用
開
始

長 期 利 用

基本計画

令和11年以降

中期利用

４敷地一体活用に向けた検討

設計・工事 東
京
２
０
２
０
大
会

庁内検討組織での詳細検討

地元区とも事業内容を調整

令和5年度
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２ 都民の城(仮称)改修基本計画策定について
前頁で示した通り、長期的には都民の城（仮称）敷地と周辺の都有地を合わせた４

つの敷地を一体として活用していくことを目指します（長期利用）。

長期利用は、最短でも令和11年以降となることから、それまでの間、取得した旧こどもの

城の土地建物を中期的にも最大限有効活用する必要があります（中期利用）。しかしな

がら、旧こどもの城の既存建物を取り壊して新たな施設を建設するには、既存建物の解体

や、新たな施設の建設に要する期間・経費が大きくなります。

こうしたことを踏まえ、旧こどもの城の既存建物を、誰もが利用できる複合拠点へとリノベー

ションし、当面の間、「都民の城（仮称）」として活用することとし、そのための全体的な改

修方針として、改修基本計画を策定しました。本計画については、「中間のまとめ」を公表し

た上で二度のパブリックコメントを行い、頂いた意見を踏まえて以下のとおり一部修正しました。

 多目的ホール（旧青山劇場・旧青山円形劇場・旧スタジオ）について、現施設を活か

し、既存の構造等を可能な限り残すことを明記。（10頁参照）

 施設の正式名称について、決定方法も含めて今後検討することを明記（22頁参照）

３ 計画の範囲
都民の城（仮称）敷地及び建物に関すること

４ 改修後の目指す姿

かつて、こどもの城が「子供の健全な育成」ということに重要な役割を担ってきたという歴史

を十分に踏まえながら、誰もが利用できる施設へと改修し、ダイバーシティの実現に向けた複

合拠点とすることを目指します。

こどもの城

都民の城（仮称）

「子どもを全人的にとらえる」我が国最大級の児童福祉施設として、総合施設の機

能を活用し健全育成機能、福祉教育、研修機能、福祉情報・研究機能、国際交

流事業をふくめ次代を担う社会人を育成（「こどもの城の基本構想」：1979年）

子供のための機能を大切にしながら、集約されたサービスで「遊び」・「学

び」・「仕事」を「支え」、遊び・学び・仕事を通じて、子供をはじめとした都民

が交流・成長できる場

（１）「こどもの城」から「都民の城（仮称）」へ
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•新たな体験や仲間づくりに繋がる遊びの場

•誰もが利用できるスポーツ活動の場

•豊かな感性を育む創造・表現の場

遊び

交流
・
成長

•ＳＴＥＡＭ教育※プログラム
•福祉人材確保・育成等の推進
•女性経営者向けセミナー開催等
•シニア向け学習講座、多摩産材PR
•日常生活に悩みや困難を抱える
都立高校生への支援

•企業の働き方改革の相談支援

•女性など多様な人材の活躍に

向けた相談支援

•コンテンツ産業等の創業支援

支援

（２）都民の城（仮称）のコンセプト

遊び・学び・仕事を通じて、子供をはじめとした都民が交流し、成長できる場

集約されたサービスで、遊び・学び・仕事を「支える」

【遊び・学び・仕事の交流】

遊び・学び・仕事の機能は、それぞれで完結させず、機能間の交流を促進します。

（ 例 ）

 多摩産材ＰＲの一環として、子供向けに木育体験を提供

 コンテンツ産業等の創業支援のノウハウを活かし、子供を対象とした体験イベントを実施

 先端技術を活用した新たな学びの体験の場を設置するとともに、最新機器類のショー

ルームとしても活用

※STEAM教育
Science,Technology,Engi
neering,Art,Mathematics
等の各教科での学習を実社会
での課題解決に生かしていくた
めの教科横断的な教育
出典：新しい時代の初等中等
教育の在り方について（平成
31年4月17日 中央教育審
議会 諮問）

学び仕事



子供向けの体験・教育プログラムや、福祉人材・女性経営者に対する研修・セミナー、

100歳まで学べる環境として生涯学習講座を行うなど、あらゆる世代に対する学びを提供し、

来館者の交流を促進する施設づくりを目指します。

9

５ 整備方針

青山通りに面したポテンシャルの高い立地を活かしながら、「遊び」「学び」「仕事」を柱とし、

子供をはじめとした都民が交流・成長できる施設を目指します。

なお、改修にあたっては、都民の城（仮称）が、当面の間の活用を想定したものであるこ

とから、改修工事費を最小限に抑えることを前提とし、既存建物を可能な限り活かすととも

に、一部の施設・設備を廃することも視野に整備方針を定めます。

遊び 遊びを入口に、社会を生き抜く力を身につける場の整備

新たな体験・仲間づくりができる場やスポーツ施設などを設置し、豊富な体験プログラムを

提供することで、来館者が楽しみながら体づくりや様々なスキル・能力・豊かな感性を身につ

けられる施設づくりを目指します。

学び あらゆる世代に対応した学びを提供する場の整備

仕事

グローバル化の進展による産業構造の大幅な変化、人手不足の深刻化に対応するため、

創業の活発化や生産性向上、様々な人材の活躍を支援することで、東京の経済の持続

的成長を支える施設づくりを目指します。

これからの時代に向けた仕事を応援する場の整備

それぞれの機能を連携させ、来館者の交流・成長を支援

（１）遊び・学び・仕事を柱とした施設づくり

遊び・学び・仕事を支援するため、コンセプトに沿った施設づくりを目指します。
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旧青山劇場、旧青山円形劇場、旧スタジオについては、現施設を活かし、既存の構造等

を可能な限り残しつつ、様々な芸術文化活動や講演会・式典・発表会・展示など、都民の

幅広い利用に応える施設として活用していくことを目指します。

ただし、旧青山劇場、旧青山円形劇場については、都民の城（仮称）が当面の間の活

用を想定したものであり、改修工事費を最小限に抑える必要があることから、可動式床機

構は復旧せず、吊物・照明・音響に関するスペックの調整(※)を行った上で改修します。

出典：青山劇場・青山円形劇場ＨＰ

都民の城（仮称）

（２）多目的ホール

誰もが気軽に立ち寄れるレストランやカフェ、イベント時の一時託児スペースを設けることで、

来館者の利便性向上と交流促進を目指します。また、屋内に留まらず、青山通りに面した

広場(有効空地)を活用することにより、街に対する開放性確保及び賑わい創出を図ります。

舞台芸術の創造・発信地としての
「劇場」

芸術文化活動等に幅広く応える
「多目的ホール」

旧こどもの城

（４）廃止施設

都民の城(仮称)としての利用予定期間や、改修工事費の抑制といった前提を踏まえ、地

下２階のプール等は改修を見送ることとします。

（３）賑わい施設

※舞台設備の概算工事費
基本計画では、床機構は復旧せず、現行の吊物等
で最低限必要な更新部位を想定して試算。今後、
改修内容を精査。（下記金額は舞台設備のみ）

(単位：億円・税別)

項目 基本計画 全面復旧 差額

旧青山劇場 24 59 35

床機構 0 26 26

吊物・照明・音響 24 33 9

旧青山円形劇場 9 18 9

床機構 1 10 9

吊物・照明・音響 8 8 -      
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６ 施設利用のエリアイメージ

※各フロアの主な施設機能は、 現時点の計画であり、今後、
運営に関する検討の中で変更となる可能性があります。

遊び・学び・仕事を柱に、子供から高齢者まで、あらゆる世代が利用できる複合施設とし、
旧こどもの城が担ってきた役割を踏まえ、特に子供のための機能については充実を図ります。
主に子供が利用する「遊び」のスペースは低層階に集約し、子供が基点となってあらゆる都
民がつながる施設づくりを目指します。

（１）全体像

主な施設機能

13F ・女性経営者等を対象にセミナー等開催

12F ・100歳まで学べる機会の提供

11F

10F

9F
・福祉人材の確保・育成・定着を図るための

　研修・相談会等

8F
・STEAM教育プログラムの提供

・レストラン

7F

6F

5F 【共用】乳幼児用スペース等
・乳幼児用の空間や、一時託児

・子供のためのスペース等に活用できる屋上

4F 多目的ホール(旧スタジオ)

・都立高生等へ、学ぶことの「やりなおし」、

　ソーシャルスキルトレーニング

・幅広い利用が可能なホール

3F 教育施設

・先端技術を活用した展示・体験

・遊具等を設置した遊びの空間

・絵画の創作などができるスペース

2F エントランスホール 2F 多目的ホール(旧リハ室) ・文化活動等の展示・体験

1F 多摩産材PR拠点② 1F 東京産品ショーケース

・カフェ

・東京産品の情報発信コーナー

・多摩産材の相談ＰＲ、木育体験等

B1 ・施設管理機能等

B2 ・誰もが利用できるスポーツ活動の場

B3

B4

都民の城（仮称）エリアイメージ

会議室、その他管理施設等

多目的

ホール

(旧青山劇場)

スポーツ施設/駐車場

駐車場

・雇用環境整備のサポート、女性・高齢者の

　就業、障害者の職場定着の支援

・コンテンツ・アニメ産業等の創業間もない

　中小企業者等への支援

屋上

屋上教育施設

造形スペース

高層部

仕事と学びを

中心とする

エリア

エントランスエリア

低層部

遊びを中心とするエリア
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【子供のための機能（例）】

【対象】

小学生、中学生、高校生

（６～18歳）

【場所】

スポーツ施設

地下２階旧体育室等

【概要】

年代別、競技別の各種スポーツ体験

教室。

初心者から上級者までクラス分けを行

い、幅広いメニューを実施するとともに、

障害者向けの体験教室も開催する。

スポーツ体験教室

【対象】

未就学児、小学生

（１～12歳）

【場所】

多摩産材等PR・体験拠点

１階旧アトリウム等

【概要】

多摩産材の常時展示や体験教室。

多摩産材のおもちゃを常時展示し、

来場する親子に自由に体感頂くととも

に、木工体験教室やＶＲを活用した

林業体験を実施する。

木育体験

この他、さらなる子供のための機能を検討

【対象】

小学生、中学生、高校生

（６～18歳）

【場所】

「TOKYO STEAM ラボ」

８階旧研修室等

【概要】

STEAM教育を推進するための工

房と研修室を設置。

ＡＲや３Ｄプリンター等の最新テク

ノロジーを用いた課題解決の学習、

企業や創業支援施設と連携した講

座・ワークショップを実施する。

「TOKYO STEAM ラボ」

※現時点の計画であり、今後、運営に関する検討の中で変更となる可能性があります。
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※現時点の計画であり、今後、運営に関する検討の中で変更となる可能性があります。

地下2階

1

1

スポーツ施設

誰もが利用できる体育室。各種

スポーツの体験教室等も実施。

体育室・トレーニング室

（２）主要なフロアの利用イメージ

＜現況写真＞

2 駐車場

2

吹抜等

プール等

立入不可部分 屋外
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１階

2

2 東京産品ショーケース

東京産品の情報発信、

展示・体験を行うスペース

1 多摩産材等ＰＲ・体験拠点

4 多目的ホール(旧青山劇場)

多摩産材等展示、木

育・木工体験、国産木

材展示スペース

都民の幅広い利用が可能な、大規模多目的ホール。

1

4

カフェ・多目的ホール等

3 カフェ

ベビーカー利用の親子連

れなど、誰もが気軽に利

用でき、東京産品を活

用したメニューも提供でき

るカフェ

3

２階

児童・生徒の美術作品や都民の文化活動等の展示・体験スペースとして活用できる

ギャラリー空間

展示・体験スペース

5 広場

青山通りに面した広場（有効空地）を活用した、街との繋がりを感じさせるような賑わいの

スペース

5

現施設を活かし、既存の構造等を可能な限り残す。ただし、改修費抑制のため、可動式床機構は復旧せず、

吊物・照明・音響のスペックを調整。

※
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３階

3

4 先端技術の展示・体験コーナー

ＡＲ・ＶＲ※等の先端技術を活用した新たな学びの体験、最新機器類の展示コーナー

3 プレイスペース

1 造形スペース

遊具等を設置し、子供の新たな体験、仲間づくりのきっかけとなるような「遊び」のスペース

様々な材料を使い絵画の

創作などができるスペース

2

1

プレイスペース等

4

2 多目的ホール

（旧青山円形劇場）

都民の幅広い利用が可能な、

中規模の多目的ホール。

※ＡＲ：現実の世界に仮想の世界を重ねて「拡張」する技術
ＶＲ：映像の世界（仮想現実）に実際に入り込んだかのような体験ができる技術

＜現況写真＞

吹抜等

現施設を活かし、既存の構造等を可能な

限り残す。ただし、改修費抑制のため、可

動式床機構は復旧せず、吊物・照明・音

響のスペックを調整。

※
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４階

2
2 多目的ホール（旧スタジオ）

都民の幅広い利用が可能

な、小規模多目的ホール

1 教育施設

都立定時制課程や通信

制課程の生徒を対象に

学びの「やりなおし」、学校

生活等に悩みを抱える都

立高校生に特別な指導・

支援を提供するスペース

1

５階

1 乳幼児用スペース

部屋の中で、親子で過

ごせるスペース

2 一時託児スペース

施設内でイベントを行う際

など、一時的な託児施設と

して活用できるスペース

教育施設など

乳幼児用スペース等

3 屋上

開放的な空間を活かし、

子供のためのスペースや

イベント等へ活用できる

スペース

1
2

天井内等

屋根

建物設備等

吹抜等

33
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６・７階

コンテンツ・アニメ産業及びその周辺産業分野における創業間もない中小企業者等に、

低廉なオフィス・会議室の提供や、ベンチャーキャピタル※等のインキュベーションマネー

ジャー※による経営支援を実施するエリア

創業支援施設

８階 「TOKYO STEAMラボ」等

2 親子が気軽に入れるレストラン

ベビーカー利用の親子連れなど、誰もが気軽に利用できるレストラン

1 「 TOKYO STEAMラボ」

STEAM教育推進のため、３Ｄ

プリンター、プログラミングで制御

するロボット等を設置した工房や

研修室
12

＜現況写真＞

※ベンチャーキャピタル：ベンチャー企業など、高い成長が予想される未上場企業に対して出資を行う投資会社
インキュベーションマネージャー：創業間もない事業者の相談相手となり、事業目標の達成まで導く起業支援の担当者
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９階

都内の福祉サービスを支える福祉人材の確保・育成・定着を図るために研修、相談会

等を実施するエリア

福祉人材育成施設

10・11階

女性・高齢者に対する就業支援や障害者の職場定着支援、雇用環境の整備に取り

組む企業等へのサポートを行うエリア

就業支援施設・働き方改革等企業支援施設

12階

首都大学東京・産業技術大学院大学の講座など、100歳まで学べる環境を提供する

エリア

教育研究施設

13階

女性経営者、それらを目指す女性を対象として、セミナー・イベント等の開催や交流を行

うエリア

女性経営者等支援施設



【参
考
】
「旧

こ
ど
も
の
城
」と
「都

民
の
城
（
仮
称
）
」の

施
設
概
要
比
較

1
9

旧こどもの城 都民の城（仮称）　※主たる用途

13F 女性経営者等支援施設 13F

12F 教育研究施設 12F

11F 就業支援施設 11F

10F 働き方改革等企業支援施設 10F

研修室 9F 福祉人材育成施設 9F

研修室

レストラン
8F

「TOKYO STEAMラボ」

レストラン
8F

7F 7F

6F 6F

5F 屋上遊園 保育室 5F 5F 屋上 乳幼児用スペース等 5F

4F ビデオライブラリー 音楽ロビー　A・Bスタジオ 4F 4F 教育施設 多目的ホール 4F

3F
造形スタジオ

青山円形劇場
プレイホール 3F 3F

造形スペース

多目的ホール

先端技術の展示・体験コーナー

プレイスペース
3F

2F ギャラリー
リハーサル室

ファミリーラウンジ
2F 2F エントランスホール 展示・体験スペース 2F

1F アトリウム
エントランスホール

レストラン
1F 1F 多摩産材等PR・体験拠点

東京産品ショーケース

カフェ
1F

B1 プール観覧室 フリーホール B1 B1 B1

B2 B2 B2 B2

B3 B3

B4 B4

体育室/プール/健康開発室/駐車場 スポーツ施設/駐車場

駐車場 駐車場

屋上

青山

劇場

多目的

ホール

オフィス

ホテル 創業支援施設

ふしぎが

丘

会議室、その他管理施設等

※現時点の計画であり、今後、運営に関する検討の中で変更となる可能性があります。
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７ 主な改修工事の項目

（１）建築

• 受変電設備

• 非常用電源設備

• 蓄電池設備

設備機器の多くは更新時期を迎えています。現在は防災センター等の限定的なエリアの

稼働となっていますが、今後、本格稼働する場合には、部品交換や設備更新が必要です。

• 空調設備

• 自動制御設備

経年劣化の進行に伴う内外装や防水改修、利用者の視点に立ったバリアフリー対策とし

てスロープ・手すり等の追加工事を行います。また、アスベスト対策や一部の天井の補強など、

施設の安全性確保に向け、適切な対応をしていきます。

（２）設備

① 電気設備

② 機械設備

• 昇降機設備 • 給排水衛生設備

③ 多目的ホール（旧劇場）設備

床機構や吊物・照明・音響などの設備について、安全性の確認とともに、スペックの調

整を行います。

• 中央監視設備

等

等



８ 概算工事費
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新築当時の初期建設工事費を基に、建築費指数(出典:建設物価調査会)により工事

単価変動の影響を補正した上で、現時点で想定される改修範囲や見積金額を用いて積

算しています。今後、設計等を通じて改修内容を精査し、工事費削減に努めてまいります。

【参考】「こどもの城」としての改修工事費概算 117億円（税別）

（平成23年厚生労働省 「国立総合児童センター震災影響建物調査報告書」より）

• 建築・設備（舞台除く） 約１０３億円

• 多目的ホール舞台設備 約３３億円

約１３６億円(税別)

※①プール

舞台設備を全面復旧する場合、上記に加え約４４億円(舞台設備改修総額約７７

億円)が必要。今回の基本計画では、床機構を廃止、吊物等は閉館前の仕様を維持し

つつも更新部位を最低限とした想定で試算。今後、設計等を通じてスペックを調整。

基本計画の概算工事費については、平成23年当時の試算から以下の要素により変

動しており、増額影響が大きいため、概算工事費は増加しています。今後、設計等を

通じて改修内容を精査致します。

 経年による工事単価上昇、施設の劣化進行による増加

 特殊かつ高額な舞台設備について、見積を基に積算したことによる増加

 プール廃止、舞台設備の床機構廃止等による減少

プール改修を行う場合、上記に加え約９億円の増加。

※②多目的ホール

(単位：億円・税別)

項目 基本計画 全面復旧 差額

旧青山劇場 24 59 35

床機構 0 26 26

吊物・照明・音響 24 33 9

旧青山円形劇場 9 18 9

床機構 1 10 9

吊物・照明・音響 8 8 -             

33 77 44合計



（年度）

令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５
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９ 今後の事業スケジュール

基本計画で想定する事業スケジュールは、最短で進行した場合、下図のとおりです。施設

の供用開始は、令和５年度を目指していきます。

また、施設供用開始までの間、設計・改修工事と併行して、施設の運営形態や具体的

に実施する事業の内容等に関する検討を進めていきます。本施設に関する正式名称につ

いても、こうした運営に関する検討の中で、決定方法も含めて検討してまいります。

基本

計画
設計等・改修工事

供用

開始

※供用期間は、周辺都有地との一体活用の検討状況を踏まえ調整(最短で令和11年まで)

【参考】長期利用（４敷地一体活用）について

 当面の間、中期利用を行った後、「都民の城（仮称）」の敷地は、周辺都有地とともに

一体的に活用していくことを目指します。

 時期については、周辺都有地の利用状況を踏まえ、令和11年を最短のターゲットとして

調整を行います。

 地元、街づくりの専門家、文化関係者、その他の関係者などを含めた有識者検討会を設

置し、４敷地について、都心部に残された東京の成長を支える重要な用地として活用案

を描きます。

 長期利用の具体的な検討を進める中で、「都民の城（仮称）」については、最短で令和

11年の建物解体等の可能性を含めて、その取扱いを定めるとともに、４敷地のうち可能な

場所から先行開発に着手することも検討します。

運営や名称に関する検討


